
①児童生徒の実態から、どのような資質・能力の育成を目指すのか、どのような力

を身に付けてほしいのかを、授業者が明確にもちましょう。 

中心人物の幸枝は、蝶を通して仲を深めていった同級生の隆史が突然転校したことを

聞かされて悲しみにくれていた。幸枝は、隆史が転校する前日にくれた青い蝶（アサギ

マダラ）を標本にして隆史を忘れないようにしようとしたが、隆史が蝶を 

思う気持ちを想起して、蝶を逃がしてしまう。幸枝の心情変化が心の声を 

通して語られている。 

 

②まなチャレ教材は、そのまま活用することも、児童生徒の実態に応じて編集して

活用することも可能です。授業者のねらいに即して有効に活用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今号では、県教育委員会が掲げる学習指導における３つの重点項目のうち、「単元構想」

に着目し、まなチャレ教材（国語）を活用した授業づくりのポイントを紹介します。 

 

 

まなチャレ教材は、学習の系統性を生かしながら資質・能力を育むために、教科書教材を

活用した学びを補強、補完することができるように作成しています。例えば、まなチャレ教

材を単元の導入に位置付けることで、単元を通して育もうとする資質・能力を児童生徒に焦

点化して示すことができ、教科書教材の学習をより一層充実させることが可能です。 

今号では、小学６年生教科書教材『やまなし』（宮沢賢治作）の単元の導入に、第２回ま

なチャレ教材『転校生とまぼろしの蝶』を位置付けた授業について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

●第２回まなチャレ教材の概要 
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児童生徒が主役の授業づくりの推進  ～まなチャレを生かした単元構想～  

まなチャレ教材を単元の導入に位置付け、教科書教材の学習に生かす 

◎物語の構造や設定を捉え

る力が付いてきている。 

△表現の効果を考える力に

課題が見られる。 

『やまなし』は、作者の独特な表現が多く使

われている。児童には、その表現に着目して物

語の世界を豊かに想像して読んだり、表現の効

果を考えたりすることができるようにしたい。

そのためにも、まなチャレ教材を活用して、物

語の世界を豊かに想像して読むことができる表

現に焦点を当てて、授業を構想しよう。 

児童の実態 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

まなチャレ教材では幸枝の心情は語られているが、隆史の思いや心情は

直接的に語られていないな。しかし、隆史が幸枝に贈った蝶を基に、隆史

の心情を考えることができそうだ。心情を直接表現しなくとも、間接的・

暗示的に示す表現（以下：象徴表現と表記）から、物語を想像豊かに読む

授業を実践しよう。 

【知識及び技能】 
象徴表現が、登場人物の心情を表していることに気付くことができる 

【思考力、判断力、表現力等】 
象徴表現を基に、直接的に描写されていない登場人物の心情を想像することができる 

 

 
課題：隆史が幸枝に伝えたかったことは何だろう 

 
多種多様な蝶が存在する中で、隆史はなぜ「青い蝶（アサギマダラ）」

を選んで幸枝に贈ったのだろうか。青い蝶（アサギマダラ）について資
料集や端末を活用して調べ、調べた情報を基に話し合おう。 

蝶には「成長」や「変

化」、「美しい」という

意味があるんだ…。 
 

アサギマダラは渡り蝶

として、長い距離を飛

ぶんだなぁ…。 

 

蝶には成長や変化という意味があ

るということから、隆史は幸枝に

環境が変わっても互いに成長して

いこうという思いを伝えたかった

んじゃないかな。 

 

隆史は、自分と幸枝をつなぐ存在と

して、長い距離を飛ぶアサギマダラ

を選んだとすると、幸枝にいつまで

も自分のことを忘れないでほしいと

いう願いを伝えたかったのかも。 

 

③ねらいである資質・能力が育まれたかどうかを視点に記述するよう働き掛 

けることで、児童生徒が学びを今後の学習に生かすことができます。 

振り返り活動から資質・能力が育まれたかどうかを評価する 

象徴表現は、直接的な心情表

現よりも、読み手に様々なこ

とを想像させる効果がある。 

仲間と登場人物の心情を交流

する中で、意外な考えがあっ

て、物語を楽しく読めた。 

児童は、象徴表現という概念を学ぶことで、「蝶」の意味や価値を捉え

直したり問い直したりするとともに、物語を読み深める楽しさを実感で

きたようだ。 

『やまなし』では、多く用いられている作者の独特な表現の中から、

物語を読み深めることができる表現をそれぞれの児童が探し出し、自分

の考えを記述する学習活動を位置付けよう！ 

＜授業の様子＞ 



 

 

まなチャレ教材の学びを、教科書教材の学習活動に生かせるように単元を構想することが

大切です。以下に、単元構想例を紹介します。 
 
 

 

主な学習活動 時間 主な学習活動 

・『やまなし』を読み、目標を確認する 

 

１ ・まなチャレ教材を読み、表現の効果を考

える 

・『やまなし』を読み、まなチャレ教材の

学びと関連付けながら目標を確認する 

・『やまなし』の作品世界を捉える ２ 

・『やまなし』の作品世界を読み深める 

 

３ 

４ 

・探究活動の流れやゴールを確認し、それ

ぞれが着目した表現を基に作品の世界

を読み深め、読み深めた内容を文章やイ

ラスト、スライド等にまとめる 

・作者が作品に込めた思いを考え、文章

にまとめる 

５ 

６ 

・書いた文書を読み合い、感想を述べ合 

う 

７ ・それぞれの発表を聞き合い、新しく得た

視点や考えをノートにまとめる 

・学習を振り返る ８ ・学習を振り返る 
  
右の単元構想例のように、まなチャレ教材を活用し、目指す資質・能力やゴール、課題解

決の方略を児童生徒に示すことによって、教科書教材の学習過程における課題や学習形態な

どを自ら選択することができるような、児童生徒が主役の授業を構想することができます。

このように、まなチャレ教材の活用を取り入れた分、時数を増やすのではなく、目指す資質・

能力を明確にした単元構想の工夫により、授業改善を図ることが可能です。 
 
 

 

 ある表現に着目して物語の世界を想像して読んだり、表現の効果を考えたりする力は、中

学校においても螺旋的・反復的に繰り返しながら学習し、定着を図ることが学習指導要領で

示されています。中学校教材の中で、育成の視点がどのように示されているか、一例を以下

に掲載しました。学習の系統性を意識して、指導をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

今号では、まなチャレ教材を単元の導入に位置付けた単元構想のポイ

ントを掲載しました。しかし、まなチャレ教材を単元のどこに位置付け

るかは、授業者のねらいによって柔軟に変更することが可能です。児童

生徒が資質・能力を確実に身に付けることができるよう、ぜひ、まなチ

ャレ教材を有効に活用してください。 

まなチャレ教材の学びを生かした単元構想の工夫を 

単元構想例（全８時間） 
まなチャレ教材を活用しない例 まなチャレ教材を活用した例 

ここにも 

注目！ 
～資質・能力の定着を図る小学校と中学校の系統性～ 

【小学校】 
６学年『やまなし』…独特の表現に着目し、作品の世界を想像して読む 

【中学校】 
１学年『少年の日の思い出』…蝶を手掛かりにして「僕」の心情の変化をまとめる 
２学年『走れメロス』…抽象的な概念を表す語句が、作品に与える印象を考える 
３学年『故郷』…作品から色彩を表す言葉を抜き出し、そこに込められた意味や作品に

与える印象を考える 


